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• おーさぁの事業のご案内

• 「地域の縁がわ」について

• 熊本市ひきこもり支援センター「りんく」

１．特定非営利活動法人おーさぁ
のご紹介

以前は子どもたちは親だけでなく地域に育てられるという、地域の人同士の結び付き＝「結い」

がありましたが、今では核家族化、都市化の影響で、その結び付きが薄れています。

そこで、「結い」をはぐくむ場となる「地域の『縁がわ』」を作ることが、地域の結び付きを強

くすることにつながるのではないかとの思いで、モデルとなる取り組みの⼀つとして、平成１７年

１０月２０日、熊本市にオープンした「健軍くらしささえ愛工房」。

「健軍くらしささえ愛工房」は、県営健軍団地の建て替えに合わせて、1階部分に整備した福祉施

設です。介護サービス、⼦育て中の⽅への交流の場の提供、障害者、若者たちが共に働く喫茶サー

ビスなど、地域での在宅⽣活を⽀えるためのサービスが⾏われています。

また、県内外から視察者も受け入れながら、「地域の縁がわ」を担う人材の育成との拠点にとも

なっています。

お年寄りから障害のある⽅、さらには⼦育て中のお⽗さん、お⺟さん、⼦どもまでいろいろな⽅

が共に過ごすことで、新しいネットワークが⽣まれ、⼼の優しさをはぐくむ場所がおーさぁです︕

ＮＰＯ法人おーさぁは制度の枠を超えた共生型多機能施設です
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「地域の縁がわ支援事業」
熊本県の委託を受けています！

【委託内容】
・相談受付窓口設置
（月曜日～金曜日９時～１７時まで）
・県内外からの視察者受け入れ
（年間１０００名超えます）
・地域の縁がわ情報交換会、研修会開催

おーさぁはおーさぁはおーさぁはおーさぁは

皆さんのご協力いつも感謝しています！皆さんのご協力いつも感謝しています！皆さんのご協力いつも感謝しています！皆さんのご協力いつも感謝しています！

県のモデル事業である「地域の縁がわ」事業は、地域に暮らす人が誰でも気軽に集まり
支え合いながら交流できる拠点として、県民に認知されてきている。

公営住宅における“まちづくり型の福祉施設”の併設は全国的に稀であり、先駆的取り
組みとして注目を集めており、29年度県内外からの視察・見学受け入れ等含めた来訪
者は年間1,000名を超え、厚生労働省や財務省など官公庁の視察も受け入れている。

日の当たる「縁がわ」は、隣近所の人たちがおしゃべりをしたり、
子どもたちの遊ぶ様子を見守ったり、お年寄りから若い母親に子育
ての知恵を伝えたり、時には収穫した野菜を選別したりといろいろ
な人の交流の場でした。

熊本でも昔ながらの「縁がわ」はあまりみられなくなりましたが、商
店街の空き店舗や空き校舎を活用した「住民交流サロン」や「地域
のふれあい交流拠点」など、新たな居場所が
形成されつつあります。

熊本県では、地域の誰もがいつでも気軽に
集い、支え合う地域の拠点「地域の縁がわ」の
普及を図っています。

「地域の縁がわ」とは

熊本市
ひきこもり支援センター「りんく」

のご紹介



・ 対象となる方

ひきこもりご本人ひきこもりご本人ひきこもりご本人ひきこもりご本人

� 人と関わるのが苦手

� 外に出るのが怖い

� 現状をどうしたらいいかわからない

� 自分の将来が不安

……など

ひきこもりご本人のご家族ひきこもりご本人のご家族ひきこもりご本人のご家族ひきこもりご本人のご家族

� 家族がひきこもっている

� どう接したらいいのかわからない

� 本人の本当の気持ちがわからない

� 子どもの将来が不安

……など

熊本市内にお住まいのひきこもりでお悩みのご本人、ご家族熊本市内にお住まいのひきこもりでお悩みのご本人、ご家族熊本市内にお住まいのひきこもりでお悩みのご本人、ご家族熊本市内にお住まいのひきこもりでお悩みのご本人、ご家族

＊費用については無料です

熊本市ひきこもり支援センター「りんく」

・ 活動内容（一覧）

�電話・面接による個別相談

�ご本人向けプログラム

�ご家族向けプログラム（家族教室）

� 訪問支援

� 普及活動（研修会・ホームページ等での情報発信）

� 人材育成（ひきこもりサポーターの養成・派遣）

� 関係機関との連携

熊本市ひきこもり支援センター「りんく」

・ 活動支援内容
①電話・面談による相談
� 電話電話電話電話

相談内容を聞き、面談の予約を設定

相談内容により、他の機関に紹介する場合がある。

� 面談：予約制面談：予約制面談：予約制面談：予約制

本人面談

本人のニーズ、ペースに合わせて支援を行う。

必要に応じて他の機関と連携他の機関と連携他の機関と連携他の機関と連携を取りながら、支援を行う場合がある。

家族面談

主に、家族からの相談が多く、徐々に本人が来所をする場合が多い。

本人が来所できない場合はその対応法などを面談の中で一緒に考えていく。

必要に応じて、訪問支援を行う場合もあるが、本人の承諾が必要の上、

現時点では、訪問支援の枠が限られている。

熊本市ひきこもり支援センター「りんく」

・ 活動支援内容
②ご本人向けプログラム
� 本人が安心して過ごせる場として、当事者同士の交流、

社会性向上を目的に各種活動やプログラムを行います。

� 対象者：ご本人（おおむね10代～40代） 毎週2回実施

創作 調理 ゲーム会

熊本市ひきこもり支援センター「りんく」



・ 活動支援内容
③家族教室

� ひきこもりについての理解を深めたい

� 子どもの気持ちを知りたい

� 同じ悩みを持つご家族と話してみたい

同じ悩みを抱えたご家族自身がその思いを語り、

分かち合い、理解を深める場です。（毎月１回実施）

� 家族教室のご利用には、事前の面談が必要になります。

（ご家族のみの面談で構いません）

熊本市ひきこもり支援センター「りんく」 熊本市ひきこもり支援センター「りんく」

父親
母親

＜多機関連動の効果＞＜多機関連動の効果＞＜多機関連動の効果＞＜多機関連動の効果＞

既存の相談機関へアクセスする家庭内

には、多重の困難が潜在も顕在も含めて
存在することが前提。

本ケースに限らず、対象者は人である以

上、その時々で感情は揺れ動き、それと
ともにニーズは変動していくため、いかにいかにいかにいかに

流動的に素早く有機的に連動していく流動的に素早く有機的に連動していく流動的に素早く有機的に連動していく流動的に素早く有機的に連動していく
ネットワークを常設しておくかネットワークを常設しておくかネットワークを常設しておくかネットワークを常設しておくかが肝要。

本ケースでは、多機関連動によって本

人・家族は当然ながら、本ケースに関わ

る全員に先の見通し（支援イメージ）が共全員に先の見通し（支援イメージ）が共全員に先の見通し（支援イメージ）が共全員に先の見通し（支援イメージ）が共
有された有された有された有されたことで、対象者にも支援者にも

安心感を生み出し、その結果、本人や家
族が変化したと推察している。

それぞれが個別に支援す
るだけでなく、

支援者同士が連携して一
緒に考えていることが、

支援者・家族・本人の安心
感につながる

他機関 りんく

心療内科（往診機
能有り）

ASD

ADHDLD

本人

病理に対する支援

熊本市ひきこもり支援センター「りんく」

〇 「地域の縁がわ」として地域と共生

↓  
〇 地域課題の汲み取り

↓

〇 NPOとしての特色を活かした
フォーマル/インフォーマルの活動展開

↓

〇 地域資源・法人内資源・法人外ネットワークの活用

→ 制度の狭間もカバーした地域課題への対応

２．ひきこもり（など地域課題）
への取り組み



・ 高校時代 不登校 → 卒業後ひきこもり

・ 2004年4月（21歳） 大学進学 → 卒業後大学院進学

・ 2009年1月（26歳） うつ病と診断 → ひきこもり

・ 2011年頃 熊本県精神保健福祉センターの
ひきこもりデイケアへつながる

※ この間さまざまな支援機関の情報をもらう
※ 興味のある当事者プログラムへ行ってみるなどの活動

３．対応事例の紹介
－Aさん（2012年～現在？）―

・ 2012年秋（30歳） おーさぁのくまもと若者サポートステーション
へ自分で電話する → 利用開始

※ 面談、講座受講、職場体験（法人内）、ボランティア活動

・ 2013年10月（31歳） おーさぁ介護ルームで中間就労

・ 2014年1月（31歳） おーさぁ事務所（縁がわ部門）で事務職就労
（熊本市若年未就職者の人材育成事業による）

・ 2015年1月（32歳） おーさぁ自立支援事業で就労支援員
の仕事を始める

・ 現在（35歳） 縁がわ部門総務・自立支援兼務 ＋α

３．対応事例の紹介
－Aさん（2012年～現在？）―

健軍商店街に
ございます！

サポステの若者も
就労体験でお店番！

商店街内の「地域の縁がわ」

ぐんぐん市場

特定非営利活動法人おーさぁの地域の縁がわ活動の様子

クリスマス会クリスマス会クリスマス会クリスマス会

秋祭り秋祭り秋祭り秋祭り

もちつきもちつきもちつきもちつき

干し柿づくり

裏庭で畑づくり裏庭で畑づくり裏庭で畑づくり裏庭で畑づくり

気軽に立ち寄れる場所
としてはもちろんのこ
と、毎月様々な行事を
開催しています！

そうめん流しそうめん流しそうめん流しそうめん流し

健軍商店街農村フェスティバル健軍商店街農村フェスティバル健軍商店街農村フェスティバル健軍商店街農村フェスティバル



・ Aさんの縁がわ活動

・ 法人内部での「多機関協働」＋法人外との他機関協働
法人内資源と地域資源の活用
→「地域の縁がわ」として活動することのメリット

・ 選択肢は多く、ステップは細かく
情報を持っていることの安心感
自分のタイミングで選び、動く（時にはつついてもらいながら）

・ 制度の枠に捉われない活動展開
使える制度は使う
「制度は後から付いてくる」

３．対応事例の紹介
－Aさん（2012年～現在？）―

お年寄りケア
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★ボランティア・就労体験・居場所、「持ち場」の創出・・・★

対象者を限定しない
共生型多機能施設

健軍商店街健軍商店街健軍商店街健軍商店街
ぐんぐん市場ぐんぐん市場ぐんぐん市場ぐんぐん市場
ふらっとふらっとふらっとふらっとんんんん

ありがとうございました。


